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背景と目的 

 

 我々は、RNA-タンパク質(RNP)相互作用を利用することで、正三角形の頂点部分にタンパク質が結合した

RNP ナノ構造体を構築する RNP 分子デザインを報告している(Nature Nanotech. 2011)。またこの RNP 分子デ

ザインに基づいて構築したナノ構造を利用して、細胞の機能を制御するシステムの開発を進めてきた(ACS 

nano, 2015)。RNP ナノ構造を利用した細胞機能制御システムをさらに拡張するために、我々は、RNP 相互作

用による RNA の構造変化を機能へと変換する RNA ナノマシンを設計、構築した。 

 

 

検討内容 

 

 RNA ナノマシンの分子設計は、Discovery studio 上で行った。具体的には、リボソームタンパク質である

L7Ae と RNA の複合体の結晶構造と、Discovery strudio 上で作成した二重鎖 RNA を繋ぎ合わせることにより、

二種類の RNA ナノマシンを作成した。これらの RNA ナノマシンの構造変換は、原子間力顕微鏡(AFM)により

その構造を直接観察することにより評価した。 
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結果 

タンパク質非存在化、RNA ナノ構造はタンパク質結合モチーフの柔軟性により多様な構造が観察された。一

方でタンパク質存在化では、Discovery studio 上で設計したような正三角形または Z 型の RNP ナノ構造を観

察することができた。上記の二種類の RNA ナノマシンに機能性 RNA アプタマーを付加し、RNP 相互作用によ

るナノ構造変換に伴うアプタマー活性の変化を評価したところ、タンパク質の添加によりアプタマーの活性を

ON/OFF 制御することに成功した。 

 

考察 

 

 現在、これまでに得られた知見を基に、細胞内で発現しているタンパク質に応答して機能する RNA ナノマシ

ンの設計、開発を目指している。 
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